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保護者会会長 山岸 雄介

「新型コロナウイルス」の発生により、世界中で生活の仕方が変わりました。
移動の制限・ソーシャルディスタンスの確保・常時マスク着用・手洗いうが
い・・・ 得体の知れないウイルスに対し 自分達の対応が正解か不正解かも
わからないまま自分も家族も不安の日々を過ごしています。
子ども達と保護者のリアルな視点から今後の対応等を保護者会としてどうす

れば良いかを考えます。

〈前半〉
コロナ感染症という厄災の中で我が子や保護者に起こった事や対応

・休校中の我が子の生活環境変化について
1．突然始まった休校、家庭での子どもと親の様子について

2．休校中に学童を利用した子どと親の気持ち

・学校再開後、子どもと親の不安と期待
1．学校再開後に感じた我が子の変化
2．学校再開、親として思う事

3．休校から学校再開を通し学童保育に期待した事

・コロナ禍での保護者会活動について
1．集まる事が出来ない中での保護者会運営
2．活動が出来ない中で気づいた会員相互の親睦の重要性

3．今、保護者会として考える事


